
宮城県立迫支援学校の取組紹介             宮城県教育庁特別支援教育課 

１ 活動名 

訪問学級で始業オリエンテーション 

２ 対 象 

・訪問学級 中学部（第 2 学年） 

３ 内容と取組の様子 
・訪問学級に在籍する生徒が退院し在宅になったので，アプリ「FaceＴime」でテレビ電話を行った。 

・担任が iPadを持参し，機器操作等の準備を保護者と一緒に行い，家庭のWi-Fiを使用させていただいた。 

・始業式に代わる「始業オリエンテーション」では，新学年になった生徒と本年度着任した校長がオンラインで

初対面できた。校長の話を聞いたり，校歌を一緒に歌ったりする活動を行った。 

・テレビ電話を用いて校長の声を直接生徒と保護者に届けることができ，生徒（家庭）と教師（学校）がオンラ 

インでつながる実感をもつことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 使用したツール（システム・アプリ・ソフト・教材等） 

・iPad（FaceTime） 

５ おすすめポイント 
・行事等へオンラインで初参加できたことで，今までできなかった交流学級との合同朝の会や，行事

への参加等の可能性が広がった。 

・生徒と校長がオンライン上で対面できたことで，学校と家庭がつながる手段がまた一つ増え，保護

者がとても喜んでくれた。 

・事前に接続の確認を細やかに行ったことで，スムーズな接続ができるようになってきた。  

 

 

６ さらに工夫したいこと 
・対面で行う授業とオンラインで行う授業を組み合わせながら，より学校と生徒（家庭）のつながり

を深めたい。 

・訪問日ではない日も健康観察や状況確認等，家庭と常に連携を図れる方法を模索していきたい。 

 

 

 

 


